特別の教科　道徳　３年　教材指導計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別の教科　道徳　３年　2
	月
(時)
	〔主題名〕
教材名
	ね　　ら　　い

★教科・行事等との関連
	主な学習活動

（◎,○ 主な発問）
	仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	
	
	※　番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	４月
①
	【言葉にそえて】
１　言葉おしみ


	〇作者が経験した，投げ掛ける言葉と受け止める言葉のやりとりの場面を通して，社会生活の中で礼儀の意義や役割を理解し，時と場に応じた適切な言動をとろうとする態度を育てる。
　(B 礼儀)
★入学式
	１　漫画の意味を考える。
２　「言葉おしみ」を読んで，話し合う。
◎三つの場面の返事や挨拶は，その場の雰囲気をどう変えただろう。
３　「返事」や「挨拶」について，考えたことを発表し合う。
〇返事や挨拶をするときに大切にしていきたいことは，どのようなことか。
４　本時のまとめをする。
	③中心的な発問では，その場にふさわしい返事や挨拶は，人間関係や社会生活を円滑にする優れた文化であることを考え，話し合わせる。

	②
	【働くことの喜びとは】
２　たんぽぽ作業所


	〇働くことの厳しさに直面しながらも，その意義を見いだそうとしている「ぼく」の心情を通して，働くことの尊さや意義を理解し，勤労を通じて社会の発展に尽くそうとする態度を育てる。
(C 勤労)
	１　「人は何のために働くのか」考える。
２　「たんぽぽ作業所」を読んで話し合う。
◎仕事に対して，「ぼく」が「少し分かりかけた」こととは，どのようなことだろう。
３　働くことの喜びとは，どのようなときに感じるのか話し合う。
○働くことの喜びとは，どのようなときに感じるのだろう。
４　本時のまとめをする。
	③中心的な発問では，主人公である「ぼく」の行動や心情に自分を重ね，働くことについての考えたことを話し合わせる。

	
③
	【いじめのない世界へ】
３-１　無実の罪


	〇ヤマモトさんと，ヤマモトさんを支える友人の言動を通して，誰に対しても公正，公平に接し，差別や偏見をなくそうとする態度を育てる。
(C 公正，公平，社会正義)
	１　「罪」について考える。
２　「無実の罪」を読んで話し合う。
◎ヤマモトさんを支えたものを，いくつか挙げてみよう。
３　人を追い込んでしまう心，助ける心について話し合う。
〇人を追い込んでしまう心，助ける心について話し合おう。
[bookmark: _GoBack]４　本時のまとめをする。
	②奈良教育大学の「いじめ問題解決への教育的支援」のHPを見て，いじめの構造や対応を理解してから授業に臨むと効果的である。
③中心的な発問の前の発問では，主人公の人間的な弱さの部分について考えたことを話し合わせる。

	５月
　①
	【いじめのない世界へ】
３-２　ある日の午後から


	〇主人公の心情の変化に着目して考えることを通して，自主的な考えのもとに誠実に実行し，行動の結果に責任を持とうとする心情を育てる。
(A 自主，自律，自由と責任)

	１　「SNS」について考える。
２　「ある日の午後から」を読んで話し合う。
◎夢から覚めたひかるは，次の日，家を出るまでに，どのようなことを考えたのだろう。
３　いじめをしないために，どういうことを大切にしていったらよいか話し合う。
○いじめをしないために，どういうことを大切にしていったらよいだろう。
４　本時のまとめをする。
	②１人１台端末のアンケート機能を活用し，SNSについての事前アンケートを取り，教材への関心を高めさせる。
③中心的な発問では，自分以外の多様な考えに触れさせながら，少し冷静になって自分を見つめられるようになった主人公の気持ちの変化について考えたことを話し合わせる。


	②
	【いじめのない世界へ】
３-３　いじめから目
をそむけない


	〇中学生が集まりいじめ防止に向けて行った取組について考えることを通して，いじめの問題に向き合い，自主的に考え判断し，誠実に実行しようとする態度を育てる。
(A 自主，自律，自由と責任)
(Dよりよく生きる喜び)
	１　本時の内容を伝える。
２　「いじめから目をそむけない」を読んで話し合う。
◎なぜ「いじめ」をなくすことは難しいのか。グループで話し合い，その結果をクラスで発表しよう。
３　いじめをなくすために大切なことをまとめる。
〇今までの学習を振り返り，いじめ防止や今あるいじめをなくしていくためには，何を大切にしていったらよいか，考えをまとめよう。
４　本時のまとめをする。
	③被害者と加害者の気持ちを自分との関わりで捉えることで，ねらいとする道徳的価値についての考えを深めさせる。

	
③
	【周りの人に支えられて】
４　埴生の宿


	〇クラスの仲間と主人公が関わり合い，変容していく様子に共感することで，温かい人間愛を深め，誰に対しても思いやりの心を持って，共に生きようとする意欲を育てる。
(B 思いやり，感謝)
★合唱コンクール
	１　今までの合唱コンクールの取組を振り返ってどうだったか話し合う。
２　「埴生の宿」を読んで話し合う。
◎合唱コンクールの後，明らかに苑子が変わったのは，なぜだと思うか。
３　より良い人間関係の在り方について考える。
○周りの人にとって，あなたはどのような存在でありたいか。
４　本時のまとめをする。
	②導入では，今までの合唱コンクールの取組の動画や写真を見せ，教材への関心を高めさせる。　　
②終末では，今後の発展につなぐ段階として「埴生の宿」を視聴させる。


	６月
①
	【信念をつらぬいて生きる】
５　背番号15が歩んだ
    道―黒田博樹


	〇ファンへの感謝を忘れずに，夢をあきらめず努力した黒田選手の姿勢に共感し，自分の生き方に誇りを持ち，夢や希望のあるより良い生き方を見いだそうとする心情を育てる。
(D よりよく生きる喜び)
	１　より良く生きるために必要なことを考える。
２　「背番号15が歩んだ道－黒田博樹」を読んで話し合う。
◎黒田選手がMLBの高額な年俸を断ってまで，古巣のカープに戻ったのは，どのような考えからだろう。
３　黒田選手の生き方から学べることについて考える。
○黒田選手がファンから愛されたのは，彼のどのような生き方にひかれたからだろう。
４　本時のまとめをする。
	②学習に関連する資料「黒田博樹さん」を活用し，教材への関心を高めさせる。
③中心発問では，自分とは違う意見をしっかりと聞き，多様な価値観や考え方を理解するとともに自らの意見を再構築させる。

	②
	【家族の支えがあるから……】
６　背筋をのばして


	〇敬愛する両親の思いを受け止めつつも自分の夢の実現に向かおうとする主人公の姿を通して，家族を敬愛し，家族の一員としての自覚を持ち，より良い家庭生活を築こうとする心情を育てる。
(C家族愛，家庭生活の充実)
	１　「家族の支え」について振り返る。
２　「背筋をのばして」を読んで話し合う。
◎進路希望用紙をたたみながらふくれていった千里のやり場のない思いとは，どのような思いなのだろう。
〇お父さんから，「精いっぱい頑張ってきなさい。」と言われた千里は，父や母にどのような思いを持って，家を離れたのだろう。
３　「家族の支え」についてもう一度考える。
４　本時のまとめをする。
	①みとめあう心（参考資料）８「高齢者とともに生きる」を活用する。
③中心発問では，「やり場のない思い」は自分に向かうものであることと押さえてから考えたことを話し合わせる。

	③
	【見方を変えれば】
７　ぼくにもこんな「よいところ」が       
ある


	〇自信を失いかけていた主人公が，友人の言葉によって自己理解と自己受容を深めていく姿を通して，自己を見つめ，自己のよさに気付き，個性を伸ばして充実した生き方を追求しようとする意欲を育てる。
(A 向上心，個性の伸長)
	１　自分の「よいところ」について考える。
２　「ぼくにもこんな『よいところ』がある」を読んで話し合う。
◎「ぼくは，もう決して危険な存在などではないのだ。」と感じることができたのは，なぜだろう。
３　これまでの自分の生活を振り返り，自分やクラスメイトの「よいところ」について考える。
○自分やクラスメイトの「よいところ」を見つめてみよう。
４　本時のまとめをする。
	③中心的な発問では，クラスメイトが自分の真面目さを「よさ」と捉えていることに気付いた主人公に自我関与させ，ねらいとする道徳的価値の大切さについて話し合わせる。

	
④
	【郷土に息づく心にふれて】
８　島唄の心を伝えたい


	〇郷土の人々や土地を愛し，誇りを持って大切にしている「私」の姿に共感することで，郷土の自然や文化に愛着を持ち，先人に対する尊敬や感謝の念を深めるとともに，自らもその発展に努めようとする心情を育てる。
(C郷土の伝統と文化の尊重,郷土を愛する態度)
	１　郷土の伝統行事について考える。
２　「島唄の心を伝えたい」を読んで話し合う。
◎「私」が大切にしたいと言っている「島の心」とは，どのような心のことだろう。
３　自分たちの郷土について考え，話し合う。
〇自分たちの郷土にはどのような心が息づいているだろう。
４　本時のまとめをする。
	②導入では，奄美の島唄を聞かせ，教材への関心を高めさせる。
③中心発問では，自分の考えと他者の考えの違いを意識して話し合うことで，ねらいとする道徳的価値について多面的・多角的に考えさせる。

	７月
①
	【先人の思いとともに】
９　花火と灯ろう流し
	〇花火と灯ろう流しについての作者の思いを通して，日本の年中行事について理解を深め，先人たちの豊かな心情を感じ取り，伝統の継承と文化の創造に努めようとする心情を育てる。
(C我が国の伝統と文化の尊重，国を愛する態度)
	１　日本の年中行事について発表し合う。
２　「花火と灯ろう流し」を読んで話し合う。
◎「灯ろうを流すという儀式に参加することで，人々は悲しみや苦しみの気持ちを新たにしてきた。」というのは，どういうことだろう。
３　先人が築いてきたことを社会に受け継ぎ，日本を発展させていくために自分ができることについて話し合う。
〇先人が築いてきたことをこれからの社会に受け継ぎ，日本を発展させていくために，私たちにできることはどのようなことだろう。
４　本時のまとめをする。
	②隅田川花火大会HPを見せてから範読をすることで，教材への関心を高めさせる。
③中心的な発問では，古くから受け継がれてきた儀式や行事が，現在の生活にも生き続け大切にされていることを話し合わせる。

	
②
	【日々を見つめて】
10　早朝ドリブル


	〇生活のリズムの乱れに葛藤する主人公の姿を通して，心身の健康と望ましい生活習慣との関わりを理解し，進んで節度と調和のある生活をしようとする意欲を育てる。
(A 節度，節制)
	１　自分の生活を振り返る。
２　「早朝ドリブル」を読んで話し合う。
◎もし，一樹が生活のリズムを整えられないままだったら，どうなるだろう。
３　決まりのある生活をしていくために必要な心掛けを話し合う。
〇決まりのある生活をしていくために必要な心掛けとして，どのようなことが考えられるだろう。
４　本時のまとめをする。
	③「おい，しっかりしろ一樹」の続きを考え，役割演技をさせる。ペアによる役割演技を行い，今の生活をどうにかしたいと，焦りや不安を抱える主人公の気持ちを感じ取り，節度を守り節制に心掛けようすることの大切さに気付かせる。

	８月
①
	【神秘の世界へ】
11　ハッチを開けて,
知らない世界へ


	〇宇宙空間という音も空気もない「命のない世界」で，作者が感じた「生命感」に共感することにより，美しい地球や神秘的な生命という，人間の力を超越したものに対する尊敬の心情を育てる。
(D 感動，畏敬の念)
	１　宇宙についてのイメージを発表する。
２　「ハッチを開けて，知らない世界へ」を読んで話し合う。
◎野口さんはなぜ，地球は美しいと思ったのだろう。
○野口さんは実際に宇宙に行って，どのようなことを感じたのだろう。
３　本時のまとめをする。
	②導入では，宇宙の写真等を見せ，教材への関心を高めさせる。
③中心発問では，野口さんが感じた「生命感」について深く考えさせ，必要に応じて補助発問を活用し，ねらいとする道徳的価値について話し合わせる。

	９月
①
	【いのちを考える】
12-１ 生まれてきてく
れて，ありがと
う―助産師から
のメッセージ



	〇出産という母子の命がけの共同作業を支える助産師の思いを通して，生命の重さや神秘について考え，かけがえのない自他の生命を尊重しようとする心情を育てる。
(D 生命の尊さ)
	１　自分が生まれたときのことについて，知っていることを振り返る。
２　「生まれてきてくれて，ありがとう―助産師からのメッセージ」を読んで話し合う。
◎助産師さんは，いつもどんな気持ちで赤ちゃんを抱き上げるのだろう。
３　自分や他者の生命について，自分自身の考えをまとめる。
○あなたが自分や他者の命に感謝するのは，どのようなときだろう。
４　本時のまとめをする。
	③中心発問では，生徒が助産師役となり，生まれた赤ちゃんを抱き上げてその気持ちを発表する動作化を行う方法も考えられる。

	
②
	【いのちを考える】
12-２　くちびるに歌
を持て


	〇極限の状況にあっても自らの生命の力を信じ，互いに支え合って生き抜いた人々の姿を通して，どんなに困難な状況であっても，自己の生命を守り，大切にして生きていこうとする態度を育てる。
(D 生命の尊さ)
	１　命の危険を感じた経験について発表する。
２　「くちびるに歌を持て」を読んで話し合う。
◎お嬢さんの歌を，マッケンナはどのように受け止めているのだろう。
３　生命を大切に生きることを考える。
○命を大切に生き抜いていくには，どのようなことが大切だと思うか。
４　教材の作者が訳した詩「心に太陽を持て」を読んで，感想を持つ。
	①防災副読本（参考資料）５章❹「心に寄り添う」を活用する。
③中心発問では，助かったことを確信した後のマッケンナが助かるまでのことについて考えたことを書かせる。

	　③
	【いのちを考える】
12-３　人間の命とは
―人間の命の尊さ・大切さを考える


	〇尊厳死をめぐる裁判を基に，生命の尊厳について様々な立場から多面的・多角的に考え，生命倫理について関心を深めるとともに，自他のかけがえのない生命を尊重しようとする態度を育てる。
(D 生命の尊さ)
	１　人の死に立ち会った経験について発表する。
２　「人間の命とは」を読んで話し合う。
３　人間の命や，人間の生と死の在り方について考え，話し合う。
◎カレンさんの話を読んで，あなたが考えたこと，思ったことをまとめよう。
〇③でまとめたそれぞれの考えを出し合って，グループで，更に
クラスのみんなで話し合おう。
４　遺伝子操作における問題点を考える。
	②１人１荷端末のアンケート機能を活用し，「尊厳死」や「生命倫理」についての事前アンケートを取る。その結果を基に，言葉の意味などを導入で説明し，教材への関心を高めさせる。
③中心発問で考えた意見をグループや全体で話し合うことで，ねらいとする道徳的価値を多面的・多角的に考えさせる。

	10月
①
	【自分の生活を見直して】
13　スマホに夢中！


	〇スマートフォンに夢中になってしまい，事故を起こしてしまった主人公の行動について考えることを通して，心身の健康と望ましい生活習慣との関わりを理解し，進んで安全で調和のある生活をしようとする態度を育てる。
(A 節度，節制)
	１　「歩きスマホ」について話し合う。
２　「スマホに夢中！」を読んで話し合う。
◎階段の下に転落した事故の後，奈美恵はスマホの使い方について，どのようなことを考えただろう。
３　日頃から，安全で調和のとれた生活を心掛けようと自分で意識していることについて話し合う。
〇日頃から，安全で調和のとれた生活を心掛けようと自分で意識していることは，どのようなことだろう。
４　本時のまとめをする。
	②東京消防庁HP　「歩きスマホ等に係る事故に注意！」を見せ、教材への関心を高めさせる。
③中心的な発問では，具体的な行動の変容だけでなく，充実した毎日を送ることのできる積極的な心構えについても話し合わせる。



仙台版スタンダードカリキュラム題材の指導計画
